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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，「サステナビリティ学」や「持続可能な開発のため

の教育（Education for Sustainable Development：略称 ESD）」の射程から構想した新しいタ

イプの理科教師教育プログラムを開発し，評価することであった。そのために，神戸大学を拠

点として， 長崎大学，宮崎大学，大分大学，県立広島大学，愛知教育大学等の大学・ 大学院

の科学教育・理科教育学と自然科学の研究者，国立科学博物館の研究者等が協同，連携し，学

部レベル，大学院レベル，専門職大学院レベルの教師教育プログラム，さらには，現職教師を

対象にした現職教育プログラムや博学連携プログラムの開発と評価に取り組んだ。その結果，

ESDの観点から求められる教師教育プログラムのデザイン指針の策定，具体的なプログラム試

案及び事例の提案をすることができた。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop and assess a new type of 
science teacher training program within the scope of sustainability science and education for 
sustainable development (ESD). To this end, led by Kobe University, faculty and graduate 
school researchers in the fields of natural science and elementary/advanced science education 
from universities such as Nagasaki University, University of Miyazaki, Oita University, 
Prefectural University of Hiroshima, and Aichi University of Education as well as the National 
Museum of Nature and Science joined hands to develop and assess teacher training programs 
for undergraduate, graduate, and professional graduate school levels. Science learning 
programs and continuing education programs for practicing teachers were also developed and 
assessed under the project. As a result, we were able to formulate design guidelines for 
ESD-oriented teacher training programs and provide a number of specific program ideas and 
examples. 
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１．研究開始当初の背景 
 今日，新しい学問領域としてのサステナビ
リティ学が注目されてきている。サステナビ
リティ学とは，「国際社会が抱える喫緊の課
題を解決し，地球社会を持続可能なものへと
導く地球持続のためのビジョンを構築する
ために，その基礎となる新しい超学的な学
術」とされており，文部科学省科学技術振興
調整費によるプロジェクトの IR3Sでは 5つ
の拠点大学等が連携し，その学問領域として
の確立，発展が目指されている。こうした動
向の中で，その教育への取り組みもなされて
きており，代表的なものが ESDである。ESD
は，多岐にわたる内容をカバーすべきものと
されているが，現代社会と科学技術とが密接
な関連を持たざるを得ない現状において，科
学教育の立場からも集中的に議論されてき
ている。例えば，科学教育の専門学会である
日本科学教育学会においては，第 31 回年会
学会企画シンポジウム「科学教育の転換点」
(2007年)の重要な提案の一つとして，阿部治
(2007)「持続可能な開発のための教育(ESD)
に対する科学教育の課題」が発表されている。
また，学会企画課題研究のテーマとしても 2
年連続で設定されてきており，第 30 会年会
課題研究「持続可能な社会のための科学教育
の提言」(2006 年)，引き続き，第 31 回年会
課題研究「持続可能な社会のための科学教
育」(2007年)として議論され，その重要度の
高さが認識されてきている。他方，科学研究
費による研究においても，2004-2007年度の
基盤研究(A)「持続可能な開発のための教育
(ESD)に関する総合的研究」(代表：阿部治)
においては，環境教育という観点からの優れ
た成果が挙げられている。 
 しかしながら，これらの研究は ESD 概念
の基本的な理解と環境教育的観点からの問
題点の整理や課題の明確化に留まっており，
より具体的な研究にまで至っていないこと
が指摘されている。例えば，鈴木克徳(国連大
学高等研究所)は，「持続可能な開発のための
教育の 10 年とその推進に向けた科学教育の
役割」と題した論文において，今後の課題と
して，(1)依然として環境教育を中心課題とし
たものが多く，より包括的な取り組み事例を
増やす必要があること，(2)ESD が受け入れ
られるためには，教員がその趣旨を理解する
こと等に言及している。後者の指摘は，科学
教育の立場から言えば，教師教育の充実に他
ならないものといえる。また，上述の阿部
(2007)においても，ESD研究の課題と科学教
育の関連において，教員養成の課題が指摘さ
れている。以上のことより，ESDの観点から，
科学教育における教師教育をどうするか，と
いう問題は非常に大きな課題であるといえ
る。翻って，わが国では，教師の科学的素養

に関する議論が盛んである。 
 例えば，日本学術会議「これからの教師の
科学的素養と教員養成の在り方について」
(2007年 6月 22日)での議論を指摘すること
ができる。そこでは，「教師の「科学的素養」
を広く捉え，「科学の専門的知識を実践の臨
床知へ翻案し科学的コミュニケーションを
図る能力を有すること」と述べられているが，
この「科学的素養」が何であるか，という議
論はさほどなされていない。同提言における
今後の検討課題では，「今回の要望において
は，教師の科学的教養について，自然科学系
を中心とした理数系科目に限定して，より具
体的で実行可能な要望を優先的に提出した。 
 しかし当然ながら，教師の科学的素養は，
自然科学に限定されるべきものではなく，人
文社会科学をも含めた広義の科学的素養を
育成するための具体的な教育政策や大学の
在り方を今後検討して行く必要がある」とし
ている。持続可能性が緊急の課題とされる現
代社会においては，この人文社会科学をも含
めた広義の科学的素養の候補は，ESD的な要
素を持つものにならざるを得ないと考えら
れる。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，「サステナビリティ学」や「持
続可能な開発のための教育（Education for 
Sustainable Development：略称 ESD）」の
射程から構想した新しいタイプの理科教師
教育プログラムを開発し，評価することを目
的としている。そのために，神戸大学を拠点
として， 長崎大学，宮崎大学，大分大学，
県立広島大学，愛知教育大学等の大学・ 大
学院の科学教育・理科教育学と自然科学の研
究者，国立科学博物館の研究者等が協同，連
携し，学部レベル，大学院レベル，専門職大
学院レベルの教師教育プログラム，さらには，
現職教師を対象にした現職教育プログラム
や博学連携プログラムの開発と評価に取り
組むものである。  
 具体的には，ESDの観点から求められる教
師教育プログラムの目標論，方法論，内容論，
評価論を文献調査や海外調査に基づいて理
論的に検討し，仮説的なフレームワークを提
案するとともに，具体的なプログラム試案を
策定するものである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では，研究活動は代表者の統括のも
とに実施するが，分担制の研究組織を採用し
た。研究グループとしては，分担者・連携者
によって構成された「プログラム企画」と「プ
ログラム開発・運営」であった。これらのう
ち「プログラム企画」で は，教師教育プロ
グラムを開発するための基礎理論・評価論，



博学連携の方法論，自然科学的基礎について
の検討を担当した。「プログラム開発・運営」
では,「プログラム企画」と密接に連携しな
がら，代表者・分担者・連携者の所属する各
大学・大学院等の担当と実情に即したプログ
ラムを具体的に開発するとともに，その試行
に取り組んだ。 
 
４．研究成果 
①研究枠組み及びプログラムの基本原則 
 持続可能な社会のための科学教育を具現
化する教師教育プログラムの目的論，方法論，
内容論，評価論に関する理論的フレームワー
クについて検討を加えるとともに，プログラ
ム開発のための基本原則について，その具体
化可能なプランを策定した。そのために，海
外調査（イギリス，ドイツ，フランス，ノル
ウェー，アメリカ，韓国，フィリピン等）と
文献調査を実施してきた。特に海外調査にお
いては，ロンドン大学の研究協力者にレビュ
ーを受けており，国際的な視点からの検討を
試みた。 
②プログラムの開発と評価 
 学部，大学院，専門職大学院，現職教師教
育，博学連携のそれぞれのレベルについて，
各担当が開発したプログラムを平成 21年度
の講義・演習等として試行的に，平成 22年
度では試行版を踏まえて本格的に実施し，平
成 23年ではその評価と改善案の策定を目指
した。また，それらについて，分担研究者・
連携研究者の所属機関において相互利用を
することで， プログラムの汎用可能性，普
遍性についても予備的な検討を行った。 
③研究成果の公表とシンポジウムの開催  
 本研究の成果は，ESERA，IOSTE，EASEなど
の科学教育関連学会の国際会議，日本科学教
育学会，日本理科教育学会などの学術論文，
学会発表，シンポジウムの開催等として公表
してきた。雑誌論文は 38編中の 63％が査読
付論文であり，さらに海外でも 11編が採択
されている。学会発表においても，その 48
件中に招待講演が1件，シンポジウム形式の
課題研究は 2件を企画・実施，海外発表も 7
件となっている。 
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